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経済建設委員会会議録 

 

令和元年１２月１６日（月） 

（開 会）  １０：００ 

（閉 会）  １１：４２ 

【 案 件 】 

１．議案第１３３号 令和元年度飯塚市住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号） 

２．議案第１３４号 令和元年度飯塚市小型自動車競走事業特別会計補正予算（第２号） 

３．議案第１３５号 令和元年度飯塚市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 

４．議案第１３６号 令和元年度飯塚市地方卸売市場事業特別会計補正予算（第２号） 

５．議案第１３７号 令和元年度飯塚市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 

６．議案第１４０号 令和元年度飯塚市水道事業会計補正予算（第１号） 

７．議案第１４１号 令和元年度飯塚市下水道事業会計補正予算（第１号） 

８．議案第１４２号 令和元年度飯塚市立病院事業会計補正予算（第１号） 

９．議案第１４８号 飯塚市市営住宅条例の一部を改正する条例 

10．議案第１６４号 市道路線の認定 

 

【 報告事項 】 

１．飯塚市地方卸売市場敷地の活用（企業誘致）について （産学振興課） 

２．アジア経済交流推進事業視察ツアー（ベトナム・ミャンマー）について （国際政策課） 

３．市道管理上における車両損傷事故について （土木管理課） 

４．リノベーションまちづくり推進事業について （都市計画課） 

５．工事請負契約について （企業管理課） 

６．高田浄水場の機能変更について （上下水道施設課） 

                                           

○委員長 

 ただいまから経済建設委員会を開会いたします。 

「議案第１３３号 令和元年度飯塚市住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号）」を

議題といたします。執行部の補足説明を求めます。 

○住宅政策課長 

 「議案第１３３号 令和元年度飯塚市住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第１号）」に

つきまして補足説明いたします。今回の補正は、全費目につきまして見直しを行い、決算見込

みにより補正を行うものでございます。 

補正予算書の１８９ページをお願いいたします。第１条におきまして、既定の歳入歳出予算

の総額から歳入歳出それぞれ１０５万５千円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それ

ぞれ１６２７万１千円とするものでございます。その内容についてご説明させていただきます。 

１９４ページをお願いいたします。歳出からご説明いたします。１款１項１目一般管理費の

２節給料、３節職員手当等、４節共済費、１２節役務費及び１９節負担金補助金及び交付金に

つきましては、担当職員給与等を合計５５８万２千円の減額としております。２５節積立金に

つきましては、歳入歳出の財源調整として、減債基金積立金を４５４万７千円を増額し、預貯

金利子積立金及び運用収入積立金は合わせて２万円減額しております。 

次に１９２ページをお願いいたします。歳入についてご説明いたします。１款１項１目住宅

新築資金等補助金につきましては、住宅新築資金等貸付助成事業の補助金単価の増額に伴い、

１万２千円の増額としております。２款１項１目利子及び配当金は、減債基金預貯金利子を

３万６千円の増額とし、２目基金運用収入につきましては、減債基金運用収入を５万６千円減
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額しております。３款１項１目減債基金繰入金につきましては、今回の補正による歳入歳出の

財源調整として、３５万５千円の全額減額としております。４款１項１目繰越金は平成３０年

度決算による繰越金１１万１千円を増額といたしております。５款１項１目住宅新築資金等貸

付金元利収入につきましては、住宅新築資金等貸付金の元金収入を６９万７千円、利子収入を

１０万６千円減額としております。以上、簡単でございますが、説明を終わらせていただきま

す。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。「議案第１３３号 令和元年度飯塚市住宅新築資

金等貸付特別会計補正予算（第１号）」については、原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、「議案第１３４号 令和元年度飯塚市小型自動車競走事業特別会計補正予算（第

２号）」を議題といたします。執行部の補足説明を求めます。 

○公営競技事業所副所長 

 「議案第１３４号 令和元年度飯塚市小型自動車競走事業特別会計補正予算（第２号）」の

補足説明をいたします。今回の補正は、オートレースの開催日数を当初、通常開催８８日、ミ

ッドナイトレース３８日の計１２６日で設定しておりましたが、通常開催８８日、ミッドナイ

トレース４７日の計１３５日で、ミッドナイトレースが９日間増加したこと、及び９月までの

売り上げの実績を踏まえ、執行残など関係経費の整理を行ったものでございます。 

補正予算書の１９９ページをお願いいたします。第１条で歳入歳出それぞれ４億５６９７万

円を追加し、歳入歳出予算の総額を２１７億４８１８万４千円とするものでございます。 

第２条債務負担行為の補正につきましては、２０１ページをお願いいたします。包括的民間

委託料について、令和１１年度までの債務負担行為を設定するものでございます。現在の包括

的民間委託の期間は５年間としておりましたが、次期委託につきましては、より長く安定した

運営を行っていく必要があると考え、１０年間に設定しております。 

歳入歳出予算の主なものを事項別明細で説明いたします。 

歳出予算につきまして、２０６ページをお願いいたします。１款２項１目競争費、事業費、

事務費、本場開催経費について、競走会業務委託料１１４８万３千円、競争業務委託料

９０７万５千円の増につきましては、開催日数の増及び実績、並びに見込みにより増額計上し

ております。電話投票事務委託料２億２６６９万７千円の増につきましては、開催日数の増及

び民間ポータルサイトのインターネット投票の売上額の増加に伴い、増額計上しております。

財団法人ＪＫＡ交付金９９０万７千円の増は、売上額の増額補正に伴うものでございます。中

段の場外発売関係経費、臨時従事員賃金３３８８万１千円の減は、場間場外発売時の他場発売

窓口数の減に伴うものでございます。銀行取扱手数料８４６万４千円の減は、他場における入

金機の導入に伴うものでございます。専用場外発売所施設運営委託料４２７９万９千円の減に

つきましては、飯塚市管理施行の専用場外発売所の売上額の減額補正に伴うものでございます。

場外発売経費負担金１億４６６７万９千円の減につきましては、場間場外売上額の減額に伴う

ものでございます。２０７ページをお願いいたします。包括的民間業務費、包括的民間委託料

につきましては、売り上げ実績見込みにより整理いたしまして、６９０９万１千円を増額計上

しております。３目賞典費、賞金につきましては、開催日数の増に伴い、増額計上しておりま
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す。４目勝車投票券払戻金３億６８５２万３千円の増は、勝車投票券発売収入の増額補正に伴

うものでございます。１款３項２目施設改善費につきましては、６月の本委員会でご報告させ

ていただいたとおり、本年度に計画しておりました走路改修工事を延期するため、減額するも

のでございます。１つ上の段の１目一般管理費、小型自動車競走場施設改良基金積立金につき

ましては、走路改修工事費を減額することに伴い、積み立てるものでございます。 

 続きまして、歳入予算についてご説明いたします。２０３ページをお願いいたします。１款

１項１目勝車投票券発売収入５億２０１７万１千円の増は、当初の概算日程の見直し、場外受

け発売の実績、電話投票における民間ポータルサイトの発売実績等の整理を行い、増額補正す

るものでございます。２款１項１目受託事業収入、場外発売業務負担金２７６０万５千円の減

につきましては、他場開催の飯塚本場受託分及び飯塚市管理施行の専用場外発売所における他

場発売収入の実績等の整理を行い、減額補正をするものでございます。２０４ページをお願い

いたします。５款１項１目小型自動車競走場施設改良基金繰入金４千万円の減につきましては、

走路改修工事の財源としていた繰入金を減額補正するものでございます。 

以上、簡単でございますが、補足説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

○平山委員 

 このレースの売り上げが大変下がって一般財源の赤字があったんですけど、この５年間よく

日本トーターが頑張ってくれて、飯塚市に２億円、それと売り上げの１．５％を支払うという

ことで、今説明を聞きましたら、なかなか売り上げも上がっているという中で、やはり経営す

る側は長期的にやりたいということで、１０年間、今度契約を結ぶという話しだったと思うん

ですけど、今ちょっとよく説明を聞いていたら、場外発売の売り上げが１億４６６７万９千円

減ったということは、どういうふうに理解していいんでしょうか。売り上げは今上がっている

と聞いたんですよね、説明の中で。しかし場外の売り上げが１億４６６７万９千円減ったとい

って、今、私はそういうふうに理解したんですけど、そこの説明をちょっとお願いします。 

○公営競技事業所副所長 

 売り上げにつきましては、委員がおっしゃるとおり、全体的には伸びておりますけれども、

場外売り上げにつきましては、飯塚市もそうですけれども、各場とも来場者が若干ずつですけ

れども減ってきているという状況がございます。そういったところをもありまして、場外発売

につきましては、来場者の減と連動したところでの減額傾向にあるというふうに分析しており

ます。 

○平山委員 

 全体的に見てはいいということですね、売り上げは。今まで飯塚市の負債がレース関係で約

１７億円あったんですよね、５年前は。そしてＪＫＡが９億円ぐらいあったんですよね。来年

の３月で５年間になるんでしょうが、今両方でどれぐらい借金を返していますか。ちょっと正

確な数字をお願いします。 

○公営競技事業所副所長 

 まず、ＪＫＡの交付金の猶予分といいますのが、包括的民間委託を実施する前の平成２６年

度末現在で７億６７７９万７２７７円ございました。これにつきましては、平成３０年度末で

完済しております。続きまして、平成２６年度末の累積赤字が１７億９２１０万８２４６円ご

ざいました。平成３０年度末の累積赤字は１３億９３３７万１１４５円となっておりますので、

累積赤字につきましては、４年間で３億９８７３万７１０１円の解消となっております。 

○平山委員 

 非常によく努力してもらって、本当に飯塚市としては助かっております。そういう中で、今

度１０年間という契約ですけど、売り上げが上がろうが上がるまいが２億円飯塚市がもらう。
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それと、売り上げの１．５％をもらうという約束で今契約しておりますけど、これはそのまま

同じ条件で契約するのでしょうか、それとも契約内容は変わるんでしょうか。そこのところお

願いします。 

○公営競技事業所副所長 

 委員のご発言のとおり、現在の収益保障は返還金を除きます勝車投票券発売収入の１００分

の１．５及び定額分として２億円となっております。定額分につきましては、包括的民間委託

前の平成２６年度末現在のＪＫＡ交付金の猶予分が、先ほどお話させていただきましたが７億

円強ございましたので、これの猶予分の支払いに充てております。次期包括的民間委託に係る

収益保障につきましては、現在検討しているところでございますけれども、現在の受託者の飯

塚オートレース場の収支は赤字ということで、どの企業が受託するにしても、現在の収益保障

では厳しいと考えておりまして、ＪＫＡ交付金猶予分が解消されたことから、現在、その保障

内容について検討しているところでございます。 

○平山委員 

 まだ契約の内容までよくわからないということですね。それで理解していいですか。もうす

ぐ３月がきますよ。大体そこのところをやっぱりこの約５年間頑張ってもらっておりますので、

やはり経営する側も負担が来ないように、けどやっぱり飯塚市にもやっぱりメリットはないと

いけないから、あと１３億円ぐらいまだありますので、そこのところも加味して、やはりお互

いでよく話し合いをし、１０年間の間に今後はこの１３億円はなくなるような形で、お願いし

て契約してほしいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

○委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

○城丸委員 

 収入の中で売り上げの説明がありました。ミッドナイトレースが９日間ふえたということで、

それに伴う売り上げと、いろいろ精査した中での減額もあると思うんですけど、その辺の内容

をもう少し詳しく教えていただけますか。 

○公営競技事業所副所長 

 勝車投票券発売収入の補正額５億２０１７万１千円につきましては、インターネットにて投

票されますミッドナイトレースが９日間増加したことと合わせまして、今年度の売り上げの動

向に基づきまして所要の見直しを行っております。発売の形態につきましては、本場場間場外、

専用場外の区分とインターネットが主な発売方法であります電話投票の区分がございます。本

場場間場外、専用場外につきましては、当初６６億５３０７万円と見込んでおりましたが、全

体的な売り上げの低迷及び施設整備による場間場外での発売日数の減がございまして８億

３９６８万９千円の減額を見込んでおります。電話投票につきましては、当初８４億

１３１８万円を見込んでおりましたが、売り上げが伸びていることにあわせ、ミッドナイト

レースの増加によりまして、１３億５９８６万円の増額を見込みまして、差し引き５億

２０１７万１千円を増額補正にて計上させていただいております。 

○城丸委員 

 今聞きていたら本場にまつわる場間場外とか専用場外で８億円減、それとミッドナイト、ミ

ッドナイトだけではありませんけど、電話投票に関しては１３億円増えたと。ちょっとびっく

りしましたのは、本場にまつわるもの、これ電話投票はもちろん本場にまつわるものはありま

すけど、単純に場間場外と専用場外だけ見た場合、５８億円ぐらいしかないんですよね。これ

単純に引けば。そして電話投票、インターネット投票あたりが９７億円と。完全に逆転した状

況なんでちょっとびっくりしていますけど、一つわからなかったのが施設整備によるというの

が一つ原因でありましたけど、これは何ですか。 

○公営競技事業所副所長 
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 他場にて飯塚オートレース場本場でレースがあっているときに、場間場外ということで発売

をしていただいておりますが、他のオートレース場での施設整備をするに当たって、場外発売

もできないような改修を行うという日にちがあるということで、日数の減になります。 

○城丸委員 

 今年度の場合、走路改修をするということで日程を組んであって、走路改修をしなかったと

いうことで、その間空いたということも大きな原因ということですか。入ってない。そしたら

ほかのところが売れなかったということですか。そしたら電話投票、インターネット投票が伸

びているということなんですけど、この開催日数と売り上げ等の伸びはどの程度見込んでおり

ますか。 

○公営競技事業所副所長 

 当初予算編成における電話投票によるミッドナイトレースの売り上げにつきましては、開催

日数３８日に係る売り上げを２４億９８９８万円と見込んでおりました。１日当たりの売り上

げが伸びていることと、日数が４７日になったことがあり、これを３３億５３５８万６千円と

見込み、８億５４６０万６千円の増額、率にして２５．２％の増加で算出しております。電話

投票のミッドナイトレース以外の売り上げにつきましては、当初予算編成において、５９億

１４２０万円で見込んでおりましたが、１日当たりの売り上げが伸びていることがあり、

６４億１９４５万４千円を見込み、５億５２５万４千円の増額、率にして７．９％の増加で算

出しております。 

○城丸委員 

 要は、結論的に言ったら本場に行ってレースとかを見るよりも、スマホとかで家で一杯飲み

ながらかける人がふえてきたということですよね、全体的に。本場の魅力はなくなったんでし

ょうかね。それで、電話投票の事務委託料が２億２６６９万７千円増額補正になっております

けど、これをもうちょっと詳しく。 

○公営競技事業所副所長 

 電話投票事務委託料につきましては、オートレース施行者が負担して設置しておりますオフ

ィシャルと民間ポータルサイトの２つの区分がございます。今回、補正予算で増額補正をさせ

ていただいておりますのは、民間ポータルサイトの分でございまして、民間ポータルサイトに

つきましては、各事業者の勝車投票券の売り上げに応じて委託料率を乗じて支払うこととなっ

ております。歳入予算において、民間ポータルサイトの売り上げ増を見込んでおりますので、

それに対応する経費を増額計上させていただいております。 

○城丸委員 

 オフィシャルの分は売り上げには比例しないと。ただ、民間ポータルサイトの分は売り上げ

に比例して経費が上がってくるということですよね。これは例えば、アプリですか、アプリに

なるんですかね。それを使う側が選択してやるということなんですか。 

○公営競技事業所副所長 

 オフィシャル、それから民間ポータルサイト、ともにそれぞれのサイトといいますか、ホー

ムページといいますか、そういったところで会員登録を行いまして、その会員登録に基づいて

自分でレースの投票券を購入するということで、一つのサイトといいますか、ホームページに

入ったら買えるというわけではなくて、それぞれの会員になって、それぞれからホームページ

で投票を行うというシステムになっております。 

○城丸委員 

 オフィシャルというのは前からやっていたあれだと思いますけど、その民間ポータルサイト

というのは幾つぐらいあるんですか。 

○公営競技事業所副所長 

 現在、オートレースの投票を行っております民間ポータルサイトは４社ございます。 
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○城丸委員 

 質問を変えます。私も携わってきて、今、専用場外第１号を目指して南九州市の川辺で一生

懸命つくろうと思って頑張ったことを懐かしく思い出しますけど、残念ながら第１号の川辺が

なくなったということで非常に残念な思いですけど、全国に専用場外、それから併売のやつが

ありますよね。共有場外、何というんですかね、各場が全部使えるやつがあるんですけど、こ

れ、大体どれぐらいあるもんですか。 

○公営競技事業所副所長 

 専用場外発売所につきましては、全国に３１カ所ございます。飯塚市が管理施行しておりま

す発売所は、福岡市内に１カ所、熊本県内に１カ所、宮崎県内に３カ所、鹿児島県内に４カ所

の９カ所がございます。 

○城丸委員 

 飯塚市が管理施行しておるということですけど、これ全部併売ですか。競輪との併売という

こと。それと、共有の分がありますよね。例えばラ・ピスタとかありますけど、そういうのは

幾つかあるんですか。 

○公営競技事業所副所長 

 全国でいきますと、委員のおっしゃるとおりの競輪、それからオートレース以外とコラボし

ている専用場外がございますが、飯塚市が管理施行しております専用場外発売所につきまして

は、全て競輪とオートレースのコラボ場外になっております。 

○城丸委員 

 ちょっと違うんですけど、例えばラ・ピスタですね。あれ全部の場が使えるから、飯塚市の

管理施行じゃないですよね、多分ね。これはＪＫＡですか。いいです、いいです、もういいで

す。相当数できたということですよね。併売も含めて。それで、ネットを含めた電話投票あた

りが伸びているということだと思います。それで最後になりますけど、さっきの中で９日間ふ

えたのが８億５千万円ぐらいふえる見込みということですけど、これは単純に考えて、これの

今７割ですよね、払い戻しが。これの３割が施行側のお金ということになるんですけど、これ

単純に３割掛けたら２億５５００万円ぐらいになるんですよね。掛けたらなるんです。ただ、

電話投票のふえた分が２億２千万円ぐらいで、これは２億５千万円ぐらいが、その中で人件費

も払いますし、いろんな経費を払っていくんですけど、ただ、もうもうけているのかなという

感じがしますけど、その辺はどうなんでしょう。 

○公営競技事業所副所長 

 払い戻し後の売り上げにつきましては、開催経費やＪＫＡ交付金、電話投票事務委託料等に

充てるような形になっております。今委員がおっしゃったとおりでございまして、飯塚オート

レース場につきましては、包括的民間委託を導入しております。この包括的民間委託におきま

して、収益保障制度を採用しておりまして、保障率が１．５％としておりますので、補正額

５億２０１７万１千円に対応する本市の収益としましては、７８０万２千円ということになり

ます。 

○城丸委員 

 その包括的民間委託業者がもうけようがもうけまいが、飯塚市は８００万円ぐらいもうけて

いるということですよね。先ほどの答弁にもありましたけど、やっぱり包括的民間委託業者は

赤字ということで、非常に厳しいので、これからの１０年の委託契約も変わる可能性があると

いうことでいいんですよね。そういう理解で。そうですね。はい、わかりました。これで終わ

ります。いいです。 

○委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

○深町委員 
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 ５年間の契約をされていて、今後１０年間の延長ということですけど、見通しとして１０年

後は大体借金返してもうけが出るような見通しですか。全体的な見通しはどういうふうになっ

ているんでしょうか。例えば、今現状５年間の契約では２億円を固定でもらって、売り上げの

１．５％ということでしたら約５億円ですか。売り上げ２００億円ぐらいじゃないですか。今。

それの年間約５億円ぐらいが入ってきている。１０年後これを続けると５０億円ぐらいになる

と思うんですけど、これで１０年間今度更新して、契約内容はどうかわかりませんけど、飯塚

市の見通しとして、１０年後はどういう姿になっているっていうのが想像つきましたらちょっ

と想像の範囲でいいんですけど、お答え願いたい。 

○公営競技事業所副所長 

 平成３０年度末の累積赤字は１３億９３３７万１１４５円となっております。収益保障の額

は売り上げに対応しますので、具体的にいつまでに解消できるとのお答えはできかねますが、

収益保障の範囲で累積赤字を解消していきたいと考えております。 

○深町委員 

 収益保障というのは幾らぐらいになるんですか。今からその契約で決めるということですか。 

○公営競技事業所副所長 

 はい、今からということになります。 

○深町委員 

 １０年後の見通しというのは全然立ってないというか、どうなるかも想像つかないというこ

とでしょうか。 

○道祖委員 

 今累積赤字が１４億円ある。これを解消していかなくてはいけない。包括的民間委託でこの

５年間やってきて、累積赤字も減ってきたということですよね。それは包括的民間委託がうま

くいっているということであるから、今後１０年間で、包括的民間委託をお任せする業者の努

力と、それとともに、なぜこんなに延びているかというと、指摘されているように、本場では

もうかってないんですよね。何でもうかっているかというと、要は場外の売り場が多くなった。

それとミッドナイトと電話投票、そういういろんなオートレースの購買する先がふえてきたと。

要はファンの獲得のやり方を拡大してきたから収益が上がっていっているということでしょう。

だから今後もそういう方針で１０年間取り組んでいって、累積赤字を解消しながら利益を上げ

ていくということでしょう、将来のことは。要は売り場を多くするということが一番大事だと

いうことですよね。そのつもりで包括１０年ということを結んでいったというふうに理解しま

すけどそれでよろしいですか。 

○公営競技事業所長 

 契約内容については今から検討していくということになっておりますけれども、議案質疑の

ほうの質疑通告があっておりました答弁でも申し上げておりましたけれども、委託料率等につ

いては今後詰めていくことになります。その中で料率等を決定しましたら、その料率に合わせ

て今後の売り上げ見込み等を立てまして、１０年、１５年先の計画を立てていきたいというふ

うに考えております。 

○深町委員 

 大体わかりました。交渉は結構難儀な交渉になると思いますけど、今後も赤字を出すような

１０年間の交渉事というのは、これはやめてもらわないといけないと思います。やっぱり赤字

では成り立ちませんので、そういう腹づもりで交渉に当たってもらいたいというふうに思いま

す。 

○委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 
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 質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

 討論を終結いたします。採決いたします。「議案第１３４号 令和元年度飯塚市小型自動車

競走事業特別会計補正予算（第２号）」については、原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

次に、「議案第１３５号 令和元年度飯塚市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）」

を議題といたします。執行部の補足説明を求めます。 

○農林振興課長 

 「議案第１３５号 令和元年度飯塚市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）」につ

いて、補足説明をいたします。 

補正予算書の２１５ページをお願いいたします。今回の補正は、歳入歳出予算の総額にそれ

ぞれ１３万８千円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２９１７万７千円とするものでご

ざいます。 

主なものを事項別明細書より歳出のほうからご説明いたします。２１９ページをお願いいた

します。１款１項２目の施設管理費では、光熱水費で電気料金の改定などから１４万２千円を

増額するものでございます。 

続きまして、歳入のご説明をいたします。１ページ前に戻りいただきまして、２１８ページ

をお願いいたします。２款１項１目の集落排水処理施設使用料では、加入見込み数の精査によ

りまして２８万８千円を減額するものでございます。３款１項１目の農業集落排水事業補助金

２０万円の減額は、当該施設の長寿命化計画策定財源として交付される補助金の減額によるも

のでございます。４款１項１目の一般会計繰入金４９万５千円の増額は、歳入の減額に伴いま

して財源調整をした結果、増額とするものでございます。５款１項１目の繰越金１３万１千円

は、平成３０年度決算の結果、増額とするものでございます。 

以上、簡単ではございますが、補足説明を終わらせていただきます。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。「議案第１３５号 令和元年度飯塚市農業集落排

水事業特別会計補正予算（第１号）」については、原案のとおり可決することにご異議ありま

せんか。 

（ 異議なし ） 

ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、「議案第１３６号 令和元年度飯塚市地方卸売市場事業特別会計補正予算（第２号）」

を議題といたします。執行部の補足説明を求めます。 

○農林振興課長 

 「議案第１３６号 令和元年度飯塚市地方卸売市場事業特別会計補正予算（第２号）」につ

いて、補足説明をいたします。 

補正予算書の２２３ページをお願いいたします。今回の補正は、歳入歳出予算の総額にそれ

ぞれ１６８万８千円を減額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１９億４９６０万９千円とする

ものでございます。 

主なものを歳出からご説明いたします。２２７ページをお願いいたします。１款１項１目の
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一般管理費５７万１千円の増額は、嘱託職員１名を再任用職員に変更したことなどによる増額

でございます。１款１項２目の市場管理費２３８万４千円の減額は、保安業務委託料、消費税

などの執行残の減額でございます。２款１項２目の利子１２万５千円の増額は、市場施設整備

事業債に伴う利子の増額でございます。 

 続いて歳入のご説明をいたします。１ページ前にお戻りいただきまして、２２６ページをお

願いいたします。１款１項１目の地方卸売市場使用料は市場での卸売高を元に施設使用料を徴

収しておりますが、本年度前期までの売り上げ実績から本年度の売り上げ見込みの精査により

まして、３１２万５千円を減額補正としております。３款１項１目の一般会計繰入金１３２万

３千円の増額は、歳入の減額に伴いまして、財源調整をした結果、増額とするものでございま

す。４款１項１目の繰越金１１万３千円の増額は、平成３０年度決算の結果、増額とするもの

でございます。 

 以上、簡単ではございますが、補足説明を終わらせていただきます。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

 質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

討論を終結いたします。採決いたします。「議案第１３６号 令和元年度飯塚市地方卸売市

場事業特別会計補正予算（第２号）」については、原案のとおり可決することにご異議ありま

せんか。 

（ 異議なし ） 

 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、「議案第１３７号 令和元年度飯塚市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）」を議

題といたします。執行部の補足説明を求めます。 

○住宅政策課長 

 「議案第１３７号 令和元年度飯塚市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）」につきまし

て補足説明をいたします。今回の補正は、全費目につきまして見直しを行い、決算見込みによ

り補正を行うものでございます。 

補正予算書の２３３ページをお願いいたします。第１条におきまして、既定の歳入歳出予算

の総額から、歳入歳出それぞれ２２７万２千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ４９６５万５千円とするものでございます。その内容につきましてご説明いたします。 

２３８ページをお願いいたします。歳出からご説明いたします。１款１項１目一般管理費の

３節職員手当等、４節共済費及び１９節負担金補助金及び交付金につきまして、担当職員給与

等を２万４千円減額しております。１款２項１目施設整備費の１５節工事請負費は、飯塚立体

駐車場改修工事につきまして、契約額の確定に伴い、２０５万４千円減額しております。２款

１項２目利子につきましては、立体駐車場整備事業に係る事業債の定期償還額の減額に伴い、

１９万４千円減額いたしております。 

２３７ページをお願いいたします。歳入につきまして、１款１項１目駐車場使用料につきま

しては、立体駐車場の使用料の増等に伴い、８万６千円を増額しております。２款１項１目一

般会計繰入金につきましては、財源調整のため、２４万１千円を減額しております。３款１項

１目繰越金につきましては、平成３０年度決算による繰越金４万円を増額としております。

４款１項１目雑入につきましては、駐車損害金及び消費税還付金合わせて５万７千円を減額し

ております。５款１項１目駐車場事業債につきましては、立体駐車場改修事業費の減額に伴い、

２１０万円減額しております。 

以上、簡単でございますが、説明を終わらせていただきます。 
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○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

○道祖委員 

 ちょっとお尋ねいたしますけど、立体駐車場の使用料金は１２８万１千円伸びていて、本町

駐車場使用料と東町駐車場の使用料が減っておりますけれども、結果としてトータルで８万

６千円の使用料の増ということですけれど、この傾向についてはどういうふうに考えているの

かお尋ねしたいんです。立体駐車場は台数に換算すると何台くらいふえたか。その理由は何な

のか。逆に本町と東町が減っていますけれど、これが減った理由をどういうふうに考えている

のかと何台減ってどういうふうに考えているのか。 

○住宅政策課長 

 まず、立体駐車場についてお答えさせていただきます。立体駐車場につきましては、隣接す

るコスモスコモンの催し物によるものと考えております。具体的には精華女子吹奏楽部のコン

サートや飯塚病院のふれあい市民講座が考えられます。また、本町駐車場、東町駐車場につき

ましては、周辺の民間駐車場の開設、９月以降は井筒屋跡地に民間駐車場が開設されたことに

伴いまして、減少しているものと考えております。 

○道祖委員 

 ということは、トータル的な車の駐車台数は、街として、要は中心市街地の駐車入りってい

ったらいいんですかね。流通している台数そのものの変化はふえているんですか。減っている

んですか。 

○住宅政策課長 

 ３駐車場を合計しました台数というのは、トータル的には利用台数は減っております。 

○道祖委員 

 台数の動向を聞いてどういうふうになってきたかって言ったら、東町と本町の収容台数は減

ってきていますと、それは民間の台数が増えたからだということですよね。で、トータル的に

どうなんですかって言ったら、明確な答えはいただけないんですけれど、ものの考え方なんで

すけれど、中心市街地の活性化に取り組んできて、入りの車が多いと。要は流通がよく人が流

れているっていうことになれば、台数そのものはふえていくはずなんですよ。それがこれは減

っていますねって言っているんですよ。ところがあなた方は民間の駐車場がふえましたから減

ったんだと言っているんですよ。ということはトータル的に減ったのかどうかということが一

番大事なんですよ。要は中心市街地に金をかけて活性化したから。それで、なおかつ民間が駐

車場を整備して、駐車場が足らない状況ならば、それにこしたことないけれど、減っていると

いうことは足りているということになる。でしょ。今度逆にこれが必要なのか必要じゃないの

かという話になってくるわけですよ。民間の駐車場がふえていって民間が自立していっている

ならば、公設の駐車場が必要ない。逆にもしかしたら、この駐車場があることによって民間の

企業の収益性に弊害を与えている可能性は出てきますから。なおかつ、この人口をふやすとか

そういうことを大きく考えていったときに、この駐車場を民間に売却して、そして新たな人口

をふやす方法とかそういうことだって考えられるわけですよ。立駐はふえているんですから。

立駐を十分使ってもらえばいいじゃないですか。だから私が言いたいのは、そういう動向を考

えて中心市街地の活性化に金をかけていって、民間の活力が出てきたならば、公が今まで保障

していたものは必要ない。民にやることによって街が一層活性化するなら、そういう方策も考

えていかなくちゃいけないんじゃないかなと思うんですよ。これは意見として言っておきます

けど、今の状態ではまだ見えてないようですけれど。いろいろな総合計画を持ってやっていき

ますから、だからその中で改めて投資した効果が出ているとするならば、それ一層の効果を求

めるためにどうすればいいかということを考えていただきたい、それをお願いします。 

○委員長 
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 ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 

 質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

 討論を終結いたします。採決いたします。「議案第１３７号 令和元年度飯塚市駐車場事業

特別会計補正予算（第１号）」については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、「議案第１４０号 令和元年度飯塚市水道事業会計補正予算（第１号）」を議題とい

たします。執行部の補足説明を求めます。 

○企業管理課長 

 「議案第１４０号 令和元年度飯塚市水道事業会計補正予算（第１号）」の補足説明をさせ

ていただきます。 

補正予算資料の１７ページをお願いいたします。まず上段の黒丸の業務予定量につきまして

は、年間総給水量を２１万２３７立方メートル減の、１２４４万７８２７立方メートルに改め

るものでございます。 

次に収益的収支でございますが、水道事業収益で１７３５万５千円減額いたしまして、総額

を２２億１８７２万１千円とするものでございます。主なものといたしまして、給水収益の減

によるものでございます。 

水道事業費用につきましては５５３２万４千円減額いたしまして、総額を２２億９２７７万

円とするものでございます。主なものといたしましては、執行額確定による委託料の減、固定

資産除却費の減等でございます。 

次に下段の資本的収支でございますが、資本的収入で１６８万円減額いたしまして、総額を

７億９３１２万９千円とするものでございます。主なものといたしまして、水道メーターの納

付金の減でございます。 

資本的支出につきましては、７０３３万７千円減額いたしまして、総額を１７億４２１９万

７千円とするものでございます。主なものといたしまして、１８ページ上段になりますが、改

良事業費の工事請負費、委託料等の執行残によるものでございます。 

以上、簡単でございますが、「議案第１４０号」の補足説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

 質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

 討論を終結いたします。採決いたします。「議案第１４０号 令和元年度飯塚市水道事業会

計補正予算（第１号）については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、「議案第１４１号 令和元年度飯塚市下水道事業会計補正予算（第１号）」を議題と

いたします。執行部の補足説明を求めます。 

○企業管理課長 

 「議案第１４１号 令和元年度飯塚市下水道事業会計補正予算（第１号）」の補足説明をさ

せていただきます。 

補正予算資料１８ページをお願いいたします。まず、業務予定量につきましては、年間総処

理水量を１９万６００立方メートル減の、６５０万７３５３立方メートルに改めるものでござ



１２ 

います。 

次に収益的収支でございますが、下水道事業収益で７８３万６千円増額いたしまして、総額

を２１億７５３万３千円とするものでございます。主なものといたしましては、下水道使用料

の減及び長期前受金戻入の増によるものでございます。 

中段、下水道事業費用につきましては７９２万８千円減額いたしまして、総額を１９億

４６３７万１千円とするものでございます。主なものといたしましては、終末処理場に係る委

託料の執行残、薬品費、企業債利息の減等でございます。 

次に下段の資本的収支でございますが、資本的収入で３２０５万９千円減額いたしまして、

総額を７億９２３９万５千円とするものでございます。主なものといたしまして、国庫補助金

の減でございます。 

１９ページをお願いいたします。資本的支出につきましては、３８７３万７千円を減額いた

しまして、総額を１４億３４８０万６千円とするものでございます。主なものといたしまして

施設整備費や施設改良費の工事請負費、委託料等の執行残によるものでございます。 

また債務負担行為につきまして、露切ポンプ場電気設備改築工事に係ります事業費の年度間

調整に伴い、限度額を６千万円から７３００万円に変更するものでございます。 

以上、簡単でございますが、「議案第１４１号」の補足説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

 質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

 討論を終結いたします。採決いたします。「議案第１４１号 令和元年度飯塚市下水道事業

会計補正予算（第１号）」については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、「議案第１４２号 令和元年度飯塚市立病院事業会計補正予算（第１号）」を議題と

いたします。執行部の補足説明を求めます。 

○企業管理課長 

 「議案第１４２号 令和元年度飯塚市立病院事業会計補正予算（第１号）」の補足説明をさ

せていただきます。 

補正予算資料の１９ページをお願いいたします。収益的収支でございますが、収支とも

６３万５千円増額いたしまして、病院事業収益の総額を４億３４５３万３千円、病院事業費用

の総額を５億５２１５万２千円とするもので、県補助金返還金の増等によるものでございます。 

下段、資本的収支でございますが、収支とも１５０万４千円を減額いたしまして、収入の総

額を１億７２１３万２千円、支出の総額を１億７２６３万２千円とするもので、建設改良事業

費の委託料の執行額確定によるものでございます。 

以上、簡単でございますが、「議案第１４２号」の補足説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

 質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

 討論を終結いたします。採決いたします。「議案第１４２号 令和元年度飯塚市立病院事業

会計補正予算（第１号）」については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 
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 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

休 憩 １１：０１ 

再 開 １１：１０ 

 委員会を再開いたします。 

次に、「議案第１４８号 飯塚市市営住宅条例の一部を改正する条例」を議題といたします。

執行部の補足説明を求めます。 

○住宅政策課長 

 「議案第１４８号」の説明をさせていただきます。民法の一部改正をする法律が平成２９年

６月２日に公布され、令和２年４月１日から施行されますことにより、飯塚市市営住宅条例の

一部を改正する条例を次のように関係規定の改正をするものです。 

議案書の１８ページをお願いいたします。ご説明いたします。第１１条第１項第１号を削り、

同項第２号中「前号の連帯保証人と連署し」、を削り、同号を同項第１号とし、同項中第３号

を第２号とし、第４号を第３号とし、同条中第２項を削り、第３項を第２項とし、第４項を第

３項とする。 

続けて言わせていただきます。第１２条第２号中第３項を第２項に改める。第１６条第３項

中第１１条第１項第４号を第１１条第１項第３号に改めます。第１７条第１項及び第６６条中

第１１条第４項を第１１条第３項に改めるものでございます。提案理由としまして、市営住宅

の入居に当たり、連帯保証人を立てることを要しないということにするため本案を提出いたし

ております。この条例は令和２年４月１日から施行するものといたします。 

以上、簡単ですが、説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

○道祖委員 

 これは令和２年４月１日から施行ですけれど、これ以降に入居の人が対象ということですよ

ね。それ以前の人たちの連帯保証人は、そのまま生きているということですか。 

○住宅政策課長 

 今質問委員が言われますように、令和２年４月１日以降の入居者の方に対しての保証人の不

要という形になっております。今年度いっぱい入居される方につきましては、現行どおり連帯

保証人を提出していただくこととしております。 

○道祖委員 

 民法改正に伴うことになっておりますが、民法の改正も、それは以前と以後というふうにな

っているというふうに理解していいんですか。 

○住宅政策課長 

 法務省民事局のほうから民法の改正に関する説明資料ということでいただいております。そ

の中に記載しております内容につきましてご説明させていただきます。改正法の施行日前に締

結された保証人の契約の取り扱いということで書いております。改正後の改正日前に締結され

た保証契約に関する保証債務については、現行法のルールが適用されるということで記載され

ております。 

○城丸委員 

 たしか議案質疑の中でいろいろ質疑されたと思いますけど、ちょっと改めて確認します。今

までどういう観点からというか、どういうあれで保証人をつけられていたかということをきち

っとお聞きしたい。 

○住宅政策課長 

 今までの保証人というは、入居者の方に対して市営住宅というのは福祉の部分が強い住宅に
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なっております。その観点において、単身入居者の方及び身内等の連絡先等というのを確認の

上で、連帯保証人という部分がございますことと、あとは家賃滞納、家に対するその他の敷

金・礼金、退去の際に家の中のいろんな畳の表がえとか、ふすまの取りかえとかございます。

そのことで、入居者の方が不慮の事故等及びまた入院とか状況が変わりましたときに、連帯保

証人の方にお願いして、費用も含めたところで連絡先として保ってもらっているところがござ

います。 

○城丸委員 

 もう一つ、連帯保証人に対して、今まで家賃とか、そういうのを請求したことがないという

ことでしたけど、それでいいですか。 

○住宅政策課長 

 全くないということではなくて、連帯保証人の方に通知もしたことはございます。 

○城丸委員 

 こういう場合は今後どういうふうに対応していかれるおつもりですか。民法の改正というこ

とですから、ちょっと法律の改正ということですから、難しいと思いますけど、これからどう

いうふうにしていかれるんですか。 

○住宅政策課長 

 今回の民法の改正に伴い、飯塚市としましては連帯保証人はとらないことで今回上程させて

いただいております。そのことにつきまして、連帯保証人というのはあくまでも誓約がござい

ますけど、４月以降、今現在検討しておりますのが、先ほど申し上げましたように、福祉のラ

イフライン的なものの意味もございますので、この緊急連絡先ということで、今書式等を整備

しておりますけど、その記入も任意でございますけれども、よろしくお願いしたいかと思って

おります。その中で、基本は親類、そのあとは、知人・友人の方という形で緊急連絡先の方に

なっていただこうと思っておりますけど、その中でご相談の中で対応できるものはお願いはし

たいですし、ちょっと対応できないものにつきましては、その分を今整理をしている段階でご

ざいます。 

○城丸委員 

 福祉の関係が強いということで、例えば福祉委員とか民生委員とか、そういうことになる可

能性もあるということなんですかね。はい。わかりました。 

○委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 

 質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

 討論を終結いたします。採決いたします。「議案第１４８号 飯塚市市営住宅条例の一部を

改正する条例」については、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、「議案第１６４号 市道路線の認定」を議題といたします。執行部の補足説明を求め

ます。 

○土木管理課長 

 「議案第１６４号 市道路線の認定」について、補足説明させていただきます。 

 議案書７０ページをお願いします。市道路線の認定につきましては、道路法第８条第１項の

規定に基づき、市道路線を認定するに当たり、同条第２項の規定に基づき、議会の議決を求め

るため提出するものでございます。 

今回認定する路線は２路線、延長１８３．８メートルでございます。路線明細の左端に記載
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しております一連番号１番及び２番の路線は、開発帰属により路線認定を行うものです。路線

箇所は７１ページ及び７２ページに記載しております。 

以上、簡単ではございますが、補足説明を終わります。 

○委員長 

 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

 質疑を終結いたします。討論を許します。討論はありませんか。 

（ 討論なし ） 

 討論を終結いたします。採決いたします。「議案第１６４号 市道路線の認定」については、

原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

 ご異議なしと認めます。よって、本案は原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

お諮りいたします。案件に記載のとおり、執行部から６件について、報告したい旨の申し出

があっております。報告を受けることにご異議ありませんか。 

（ 異議なし ） 

 ご異議なしと認めます。よって報告を受けることに決定いたしました。 

 「飯塚市地方卸売市場敷地の活用（企業誘致）について」、報告を求めます。 

○産学振興課長 

 飯塚市地方卸売市場敷地の活用につきましてご報告いたします。 

 掲載しております資料のほうをお願いいたします。地方卸売市場移転後の市場敷地における

株式会社イズミを候補者とする「ゆめタウン」の立地について、取り組みの経過をご報告する

ものでございます。 

８月７日の本委員会におきましてご説明しましたとおり、本年７月以降、関係者への訪問を

行い、菰田・穂波地区の地元住民の皆様、商業関係者の皆様を中心に、各団体へのご説明、意

見交換を実施しております。開催状況につきましては、資料に記載のとおりでございます。主

な意見といたしましては、商業関係者の方から、株式会社イズミより商店街との連携策の提示

があるべき。イズミ誘致は飯塚に人が集まるチャンス、ＪＲ飯塚市駅の利用者がふえることで、

地域の活性化につながるなどのご意見があり、地元の方からは道路の混雑、渋滞解消が必要。

イオン穂波ショッピングセンターとの競合を危惧するといったご意見をいただいております。

また、商店街連合会からは、ゆめタウン誘致について白紙撤回を求める要望書の提出があり、

商業施設の誘致を機会として連携を図りたい旨、文書で回答しております。 

今後の対応といたしましては、資料下段のところでございますが、イズミとの協議調整によ

り店舗の規模や概要の確認ができましたら、説明会、意見交換会を開催することとしておりま

す。また、商店街関係者の皆様とは引き続き、商店街連合会理事会を通して意見交換を実施い

たします。なお、株式会社イズミとの調整状況につきましては、現在、譲渡を予定する市場敷

地の面積について協議を行っているところでございます。 

次のページ、資料の２ページ目には、市内にイオンショッピングセンターとゆめタウンが立

地する大牟田市、八代市を視察いたしましたので、視察時の大牟田商工会議所、八代商工会議

所へのヒアリング結果をまとめております。説明のほうは割愛させていただきます。 

以上、ご報告を終わります。 

○委員長 

 報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

○平山委員 

 今、この主な意見内容を見て、今後の対応も今読みましたけど、この中でイズミと商店街関

係者との意見交換を実施とありますけど、この青果市場、市場自体ですね、会社、それと青果
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市場に加入されている組合員さん、こちらの方たちとの協議はどのように、このイズミが来る

ことによっての協議はどのようになっているのでしょうか。ちょっと説明をお願いします。 

○産学振興課長 

 市場関係者の皆様につきましては、７月、８月にご説明を行った際に、周辺商業施設の売り

上げは総体的に低くなるといったご意見もいただいております。また、１０月８日の関係者の

皆様、組合の役員の皆様にご説明した際にも、いろいろとご意見をいただいているところでご

ざいます。今後、地元住民の皆様、それから商店街関係の皆様と同様に、イズミの店舗の規模

や概要がわかりましたら、ご説明の機会をいただきまして、意見交換をさせていただきたいと

考えております。 

○委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

○城丸委員 

 これは大牟田市と八代市に視察に行ったということですが、メンバーはどういう方たちと行

かれましたか。 

○産学振興課長 

 大牟田市、八代市につきましては、８月末に飯塚市のほうで視察したというところは、副市

長と私のほうで視察のほうをさせていただいております。 

○城丸委員 

 すみません。下に書いてありましたね。市商店街連合会役員と。すみません。それで結構こ

れを読んだらいいことが書いてありますけど、感想としてはどういう感想を受けられましたか。 

○産学振興課長 

 視察時の感想ということで、非常にその肯定的なご意見、商工会議所の幹部の方と意見交換

をさせていただきましたが、肯定的なご意見をいただいております。また、イオン大牟田、ゆ

めタウンともに、八代もそうですが、にぎわっていたという状況もございます。商店街の方と

の連携をしっかりと考えることで、相乗効果というのは発揮できるのではないかというふうに

考えております。 

○城丸委員 

 八代はイオンもゆめタウンもどちらもあるということですか。そういうところでも、結構よ

かったというとおかしいけど、悪くはないと。いうような感想ですか。 

○産学振興課長 

 はい、そのとおりでございます。 

○委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 

 質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

 次に、「アジア経済交流推進事業視察ツアー（ベトナム・ミャンマー）について」、報告を

求めます。 

○国際政策課長 

 「アジア経済交流推進事業視察ツアー（ベトナム・ミャンマー）について」、ご報告をさせ

ていただきます。 

資料、アジア経済交流推進事業視察ツアーと記載しております資料をお願いいたします。本

市では、中小企業者等において深刻化する労働力不足の解消、海外への販路拡大や企業進出に

向けて、本年度よりアジア経済交流推進事業に取り組んでおり、技能実習生の受け入れや、海

外展開事業に取り組もうとする市内中小企業者を公募いたしまして、令和元年１１月１１日か

ら１６日までの４泊６日の行程で、市長並びに議長を含めた総勢１７名で、ベトナム及びミャ
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ンマーを視察してまいりました。視察の概要について、ご説明させていただきます。ベトナム

におきましては、外国人技能実習生を送り出している送り出し機関において、教育訓練施設、

日本語教育現場等を視察いたしました。また、海外への販路拡大及び企業進出について、日系

企業からのアドバイスや、在ベトナム日本国大使館などの政府機関から、ベトナムの経済状況

などについて説明を受け、意見交換を行ってまいりました。ベトナム滞在中、人材送り出し機

関１カ所、日系企業３社、日本の行政機関２カ所、ベトナム・ハノイの行政機関２カ所を視察

してまいりました。ミャンマーにおきましても、製造業や介護・福祉分野の送り出しを行って

いる技能実習生等の送り出し機関を視察してまいりました。また、ＪＥＴＲＯヤンゴン事務所

からミャンマーの経済状況などについて説明を受け、意見交換等を行ってまいりました。各訪

問先における概要の要点については、資料に記載のとおりでございます。 

なお、今回の視察を踏まえまして、労働力不足の解消に向けた外国人材の受け入れ拡大に向

けて、視察を行いました送り出し機関や管理団体との連携による市内企業への情報提供やマッ

チング、市内受け入れ技能実習生の生活支援などの施策検討を行っていきたいと考えておりま

す。また、市内企業の販路拡大や海外進出などの海外事業展開につきましても、国内外のＪＥ

ＴＲＯや国の機関などと連携を図り、企業支援を行い、地域経済の活性化に向けて取り組んで

まいりたいと考えております。 

以上、簡単ではございますが、「アジア経済交流推進事業視察ツアー（ベトナム・ミャン

マー）について」報告を終わらせていただきます。 

○委員長 

 報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

○深町委員 

 お疲れさまでした。今後の展開といいますか、今後どういうふうにこの後、継続と展開をし

ていかれるか、ちょっと具体的なところで、あったら教えてください。 

○国際政策課長 

 今回視察を行いまして、視察を行われた企業２社から既に、視察いたしました送り出し機関

から人材受け入れを行いたいというような相談を受けておりますので、マッチングに向けて支

援を行っていきたいと思っております。また、ほかの企業から相談を受けたときも、紹介、あ

るいはその支援を行っていきたいということで考えております。 

○深町委員 

 年度をおいて、来年とか再来年とかまた行かれるような、そういうあれもあるんですか。 

○国際政策課長 

 担当課といたしましては、まだ不足しております労働力不足が続いているという判断をして

おりますので、また継続していければというところで検討しております。 

○委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

○城丸委員 

 これは業種は特に決められた業種ですか。 

○国際政策課長 

 視察いたしました２社の送り出し機関につきましては、ベトナムのほうが清掃業を中心とし

た人材、ミャンマーのほうにつきましては、それに介護を含めた送り出しを行っている機関と

なっております。 

○城丸委員 

 以前も一回聞いたことがあるんですけど、今農業関係も後継者不足とか担い手不足、そうい

うので非常に人手が不足していると。そういうところはまだされていない。 

○国際政策課長 
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 ベトナムのほうの送り出し機関につきましては、そういった農業の人材についても対応をい

たしております。 

○委員長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（ な  し ） 

 質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

 次に、「市道管理上における車両損傷事故について」、報告を求めます。 

○土木管理課長 

 「市道管理上における車両損傷事故について」ご報告いたします。 

資料をお願いします。本件事故は、令和元年１１月１２日火曜日午前７時１５分ごろ、飯塚

市潤野地内の市道、潤野工業団地線において、当事者が潤野方面から花瀬方面へ走行中、進行

方向左側にできたくぼみに車両左側後輪がはまり、タイヤ及びホイールを損傷させたものです。

本件事故の過失割合につきましては、現在、保険会社と協議中であり、その結果をもって相手

方と交渉を行うものです。 

道路の点検補修につきましては、日ごろより広報等での情報提供依頼の掲載や、職員への呼

びかけ、道路パトロールなどを行い、補修箇所を発見した際には迅速に対応しておりますが、

さらに気をつけて管理を行ってまいります。 

以上、簡単ではございますが、報告を終わります。 

○委員長 

 報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

 質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

 次に、「リノベーションまちづくり推進事業について」報告を求めます。 

○都市計画課長 

 「リノベーションまちづくり推進事業について」ご報告いたします。 

１番の「リノベーションまちづくり推進事業の目的」について説明いたします。人口減少及

び少子高齢化社会において、空き家や空き地等の地域資源を活用したまちづくりを推進するた

め、平成３０年度よりリノベーション推進事業を実施しております。補助金に依存しない地域

のまちづくりにつなげ、民間主導での「住宅市街地再生の身近な成功モデル」を創出し、その

後の自走した取り組みへと展開させるものであります。また、他の地域へ成功モデルを波及さ

せ、各地の自主的な取り組みへとつなげるものです。 

次に２番の「対象エリア」について説明いたします。対象エリアは色の濃い緑色の部分を対

象とし、現地調査により再生可能性の高いエリアの選定を行っております。 

３番の「事業スキーム」についてご説明いたします。不動産オーナーや事業者、大学生、飯

塚で事業をしたい人、まちをよくしたいと思っているプレイヤーがコンサルタントの企画で空

き物件の新たな利活用を考え、地域の魅力向上につなげるリノベーションスクールを実施して、

まち歩きで発掘した物件ごとに事業実施に向けた提案や仕組みを考え、物件のオーナーに企画

提案し、事業化する取り組みを行います。目標としましては、「民間主導で自走できる市民が

主役のまちづくり会社」の設立を目指しております。 

４番の「調査」について説明いたします。７月にまち歩きを行い、対象物件の選定や、公共

施設や飲食店の有無、公共交通からの距離などのエリアの周辺環境調査を行っております。 

 資料の２ページをお願いします。５番の「スクール」の内容を説明いたします。８月に１ｓ

ｔスクールとして、第１回の事前講演会を実施しております。参加者は４８名で、佐賀で実施

した空き地の利活用についての講演を行っております。９月に第２回目の事前講演会を実施し

ております。参加者は４３名で、埼玉県杉戸町で行った「月３万円ビジネス」の活動について
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講演を行っております。１０月に２ｎｄスクールとして、リノベーションスクールを２５日か

ら２７日の３日間で実施しております。受講生は２２名で３班に分け、飯塚の２物件と本町の

１物件で事業計画書を作成し、物件オーナーにプレゼンテーションしております。現在も事業

化に向けて活動を実施しております。今後は１２月から１月にかけてアフターフォローとして、

リノベーションスクールで作成した事業計画を実際に進めていくために当たっての検討事項を、

各班で発表し合うようにしております。 

６番の「今後の展開」を説明いたします。令和２年度においても新たな物件を見つけ出し、

リノベーションスクールを実施し、事業化を目指す予定です。その後は他の地域の波及を図り、

民間主導のまちづくり会社を目指していく予定です。長期的にはエリアの魅力向上により、居

住エリアとしての価値を高めていきたいと考えております。なお、昨日ですけれども、１２月

１５日日曜日にリノベーションまちづくり第１号として、元野木書店二階でブックカフェがプ

レオープンしており、来店者は７０名程度おられました。今後も成功事例を波及させ、各地の

自主的な取り組みへとつなげていきたいと考えております。 

以上で、リノベーションまちづくり推進事業の説明を終わります。 

○委員長 

 報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

 質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

次に、「工事請負契約について」報告を求めます。 

○企業管理課長 

 工事請負契約の締結状況につきましてご報告いたします。 

今回報告をいたします工事は、専門工事１件でございます。入札の執行状況につきましては、

業者選考委員会において、指名競争入札参加者指名基準、及び運用基準に基づきまして専門工

事「機械器具設置」の市内業者を指名することを決定し、入札を執行いたしました。 

 次に入札の結果についてご説明いたします。資料１ページをお願いいたします。「鯰田浄水

場次亜注入設備改良工事」につきましては、３者による入札を執行いたしました。その結果、

落札額５８０８万円、落札率９９．４７％で、株式会社中村ポンプ製作所が落札しております。 

以上、簡単でございますが、「工事請負契約について」の報告を終わります。 

○委員長 

 報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

 質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

 次に、「高田浄水場の機能変更について」報告を求めます。 

○上下水道施設課長 

 「高田浄水場の機能変更について」ご報告いたします。 

資料１をごらんください。こちらに事業の概要等についてお示ししております。まず、事業

の目的でございますが、高田浄水場につきましては、平成１９年度に簡易水道事業の施設とし

て給水を開始し、平成２３年度に水道事業と統合しましたが、昨今の人口減少や水道施設の老

朽化等により、水道事業経営を取り巻く環境は厳しさを増してきております。しかしながら、

水道事業は市民生活のライフラインの一つであり、今後の事業継続は極めて重要であると考え

ておりますので、高田地域における水道事業を継続していくための方策として、今回の機能変

更を行うことといたしました。なお、本事業は本市の第二次行財政改革後期実施計画の実施項

目の一つでございまして、本事業を行うことにより、動力費や薬品費といった運転管理費の削

減や、今後の施設等の更新費用の削減が見込まれることから、当初の実施予定より前倒しで行

うものでございます。 
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 次に、事業の概要ですが、資料２をお願いします。こちらは対象地域の住民の方へ実施しま

した説明会の資料となっておりますが、１２ページをお願いします。機能変更の概要としまし

ては、現在の高田浄水場の浄水処理を休止し、中継ポンプ場として利用します。また、高田浄

水場の浄水機能休止後は、長尾浄水場でつくった水を高田地域に給水する切りかえ工事となり

ます。なお、切りかえに際しましては、既設の管路を活用することで計画しております。一部

区域につきましては、新設管布設工事を行う必要があります。資料右側の地図に赤色で表示し

ている部分ですが、口径５０ミリメートル、全長約２４０メートルの布設工事を行います。 

 続いて１３ページをお願いします。こちらは工事のスケジュールでございますが、住民説明

会のときには予定でお話しさせていただきましたが、前倒しで行うこととしております。地元

住民の皆様とも調整をしながら、今年度中に取りかかり、来年の６月ごろには切りかえ完了と

なる予定で進めております。 

 最後に、再度資料１をお願いします。対象地区の住民の方への説明としましては、７月に対

象となる高田地区の自治会長さん６名に続いて、８月に高田地区の住民の皆様を対象とし、説

明会を開催しております。 

以上、簡単ではございますが、説明を終わります。 

○委員長 

 報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑はありませんか。 

（ 質疑なし ） 

 質疑を終結いたします。本件は報告事項でありますので、ご了承願います。 

 これをもちまして、経済建設委員会を閉会いたします。お疲れさまでございました。 


